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第 回オール筑波算数サマーフェスティバル11
（第 回『算数授業研究』公開講座）62
公開授業：夏坂哲志 盛山隆雄 細水保宏（ ) 田中博史OB
講 演： 森本隆史、大野桂、中田寿幸、山本良和

企画運営：フェスティバル実行委員会

３ 視察目的 新学習指導要領の導入により、算数の授業はどのように変化していくの

かを学び、自校の研究に生かしたい。

４ 研修報告

「 主体的・対話的で深い学び』のある算数授業をどうつくるか」というテーマが、まさ『

に学習指導要領改訂を目前に控えた私の自己課題であったため、今回の県外視察に参加さ

。 、せていただきました 二日間にわたり筑波大学附属小の４学級の授業を参観したのですが

いずれの授業も子どもたちがいきいきと学習している姿が印象的でした。

例えば、二年生では 「たし算とひき算の計算のくふう」の授業を参観しました。まず、

教師が「めくってポンゲームをしよう 」と伝え、クラスを２チームに分けます。両チー。

ムが交互に（２位数―２位数）の計算問題がかかれたカードを一枚ずつめくって答えを求

めます。すでにめくられたものと答えの一致するカードを引き当てれば、そのチームにポ

イントが与えられます。子どもたちはゲームにのめり込みポイントを欲しがって一喜一憂

するわけですが、もちろん教師のねらいはその後です。カードを見て、答えを求める子ど

もたちから 「この計算は筆算でやらなくてもい、

い 」というつぶやきが出ます。答えの一致するカ。

ードを意図的に縦に並べることで 「片方（下）の、

計算の方が楽」と気づく子どもが出てきます 「なぜだろう」ここで子ども自ら『問い』。

をもちます。それぞれのひかれる数やひく数に着目し、言葉をまとめていく中で「ひかれ

る数、ひ

く数に同じ数をたしてもひいても答えはかわらない」という計算のきまりを見つけたので

。 （ ） 。す 後半はこのきまりを使って ３位数―３位数 にまで場面を広げて終末を迎えました

このような授業から自己課題として挙げられることは、主体的な授業を行うために、教

師が与える「学習問題」と子どもがもつ「問い」を明確に分け、子ども自らが疑問や問い

に気づくしかけをしていくことです。本当の意味での主体的な学びとは、子どもが問題を

見いだし、解決の計画や実行、解決したことの検討をすることです。主体的な学びがなけ

れば対話的な学びも深い学びも生まれません。子どもたちが「授業が楽しい」と心から思

うために、教師と呼ばれる立場の私が、学び続けることをやめてはいけないと改めて感じ

。る研修でした
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